
- 1 - 
 

 

 

 

１.自己紹介 

皆さんこんにちは、善井でございます。よろ

しくお願いします。 

私は新潟県の佐渡島の生まれで 56歳です。東

京の大学を卒業し、スタートはラジオの番組作

家です。番組を作りイベントを打つ仕事をやっ

ておりましたが、20年前に起業しました。2017

年に(一社)観光マーケティング協会を、翌年に

ナイトタイムエコノミー㈱を設立しました。 

(一社)観光マーケティング協会は、地域の「稼

ぐ力」を引き出すことを行動指針とし、自治体

や DMO などに財源確保策の提案やマーケティン

グにかかる事業支援などを行っております。 

また、内閣府の事業であります地域活性化伝

道師やクールジャパン地域プロデューサーなど

で全国を回っております。2010 年頃から秋田市

などのアドバイザーを長くやっており、秋田県

内では 4 地域の観光再生に関わっております。

2 年前には、アントラーズホームタウン DMO と

いうプロスポーツチームを核とした DMO の立上

げをお手伝いさせていただきました。 

2017 年には、観光庁後援の観光マーケティン

グ実務責任者養成講座を立ち上げ、マーケティ

ングの責任者を育成する活動を行っております。 

昨年は、SUP（スタンドアップパドル）のイン

ストラクターの資格を取りました。観光再生を

やろうとした際に日本には海があり、湖があり、

川がありますので、SUP は非常に適合性があり

ます。静岡でも SUP は非常にエントリーしやす

いスポーツだと思います。日本のどこでもでき

ますので、観光再生に向いているということで

す。 

 

 

 

 

    

２.各地での連携と私の指針 

(一社)全国古民家再生協会という組織があり

まして、そこと連携して古民家ツーリズムまち

づくりのプロデューサー養成講座を立ち上げま

した。古民家鑑定士という資格者が全国に 600

人ほどおります。築 200 年や 300 年の古民家で

もリノベーションにより耐震基準をクリアでき

ると鑑定士が認定すれば、フラット 35 が利用で

きます。その仕組みを使って、古民家を街にマ

ッチさせて観光再生を行おうと、この協会と一

緒になって活動しております。 

各地のアドバイザーをさせていただいており

ますが、秋田や山形では総務省地域力創造アド

バイザー制度を使っておられます。年間 560 万

円を上限に最大３年間の特別交付税が措置され、

外部専門家を招聘できる制度です。過疎地や山

間部などの条件不利地域を持っている市町村が

使える制度です。 

定住自立圏に取り組む市町村におきましては、

特別交付税（中心地 8,500 万円程度、近隣市町

村 1,500 万円）が毎年交付されます。産業振興

などにも使えますので、観光ルートの作成、特

産品のブランド化、移住・空き家対策などにも

利用できます。また、別財源で観光にかかる外

部専門家も活用でき、毎年 700 万円を上限に 3

 地方創生懇談会（令和 2年 2月 20 日開催：東海財務局静岡財務事務所） 

 講 師：善井 靖 氏  

内閣府 地域活性化伝道師 

演 題：ポスト 2020 の DMO の役割とスポーツでの地域の「コト」興し 



- 2 - 
 

年間措置されます。この制度が利用できる自治

体はご検討いただければと思います。一例とし

て、ちちぶ定住自立圏では、この特別交付税を

DMO 予算に充当し、あっという間に修学旅行の

斡旋プログラムを立ち上げました。 

二宮尊徳先生が言われた「道徳を忘れた経済

は罪悪である。経済を忘れた道徳は寝言である。」

を私の指針とし、全国で仕事をさせていただい

ております。 

 

３.アントラーズホームタウン DMO 

（１）地域資源の整理・勝つ要素の抽出 

茨城県南部にあります人口約 28 万人の鹿行

地域（行方市、鉾田市、神栖市、潮来市、鹿嶋

市）に DMO を立ち上げようと、鹿嶋市が地方創

生交付金を使い、16 年 5月に私を呼んでいただ

きました。 

着任してまず、各市の地域資源を整理し、勝

てる要素を抽出することから始めました。各市

の観光資源、イベント、農産物や特産品はどの

ようなものがあるかをそれぞれのマトリックス

に落としていきます。経済効果を生んでいるか

どうかを縦軸に、名前が知られているかどうか

を横軸に取り、思い当たるものを全てこのマト

リックスに落とし込んでいきます。それを年間

スケジュールに落とし込み、どの時期がイベン

トのピークか、特産品の流れはどうなっている

か、観光資源はどうか。その中で外貨を獲得す

る仕組みはあるか、勝てる要素は何かなど、情

報を整理する作業を行いました。 

こうした分析で分かったことは、鹿行地域で

一番外貨を稼いでいるのが、神栖市のスポーツ

合宿だということでした。神栖市には年間おお

よそ 30 万人が民宿を利用して合宿に来ており

ました。平均単価 6,000 円として 18億円を稼い

でいることになります。２番目はカシマスタジ

アムです。当時観客動員 38 万人で 15 億円。３

番目は、なめがたファーマーズヴィレッジとい

う農家レストランで 12 億円。4 番目は、180 万

人の参拝客があります鹿島神宮の 5 億円です。

このことから、この地域は圧倒的にスポーツ合

宿で稼いでいることが分かりました。 

次に、神栖市のスポーツ合宿地・波崎地区の

特徴を抽出しました。合宿の競合エリアを見た

場合、菅平のラグビーが有名ですが、冬はクロ

ーズです。一方、波崎地区は年間を通して温暖

です。また、サッカーコートを民間の経営者が

8 面とか 10 面持っており、全体で 80 面ぐらい

のコートがあります。そして 12月には 240 チー

ムがこのエリアに集まり、裏天皇杯をやってい

たんです。240 チーム×選手 14～15 人×3～4日

滞在することになりますので、多額のお金がこ

の地域に落ちていることが分かりました。 

民宿の皆さんが頑張っておりまして、民宿業

組合長に会いに行きましたところ、「いやぁ善井

さん、コートが足りないんだよ」と。それでサ

ッカーコートを増やそうと地元金融機関に相談

しても、設備のローンが残っていると中々話し

が進まないとのことでした。波崎地区の合宿は

受け入れのキャパシティがピークになっていま

したので、合宿を鹿行地区全体に面としていく

ことが必要でした。 

 

（２）マーケティング戦略 

波崎地区はサッカー合宿ではブランドですが、

全国区では無名で、私も知りませんでした。な

ぜか。マーケティングの戦略がないからです。

民宿の皆さんが一所懸命知恵を絞っており、素

晴らしいと思うんですが、マーケティングの戦

略がなく、行き当たりばったりでやっていたこ

とが課題でした。 

そこで、サッカーのマーケットがどうなって

いるかを検証しました。レジャー白書 2016 によ

りますと、サッカーをプレーしたり観戦する人

は、男子の 10～20 代で 167 万人、女子で 19 万

人、合計 186 万人にのぼり、その人たちがサッ
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カー合宿のターゲットとなります。 

㈱リクルートがリピーターの旅行先選定理由

を調査していますが、リピーターが旅行先を決

定した理由として、「なじみがあった」が圧倒的

な理由でした。観光行政はこのことを見落とし

ています。なじみづくりをしないといけないん

です。そこに行ったらまたあのおばちゃんに会

いたい、あの道の駅っておもしろかったなぁと

か。まずやらないといけないのは、なじみづく

りです。 

 

（３）テーマはスポーツツーリズム 

具体的には、波崎地区の活動を点から面にし

よう。ターゲット 186 万人がなじみになる仕掛

けづくりをして、10 年後になじみを求めて帰っ

てきてもらおう。そして、アントラーズとの連

携を強化することを実施策としました。 

サッカー合宿で民宿に泊まった中高生や大学

生が地域の方たちと農産物を収穫したり、アン

トラーズの選手と触れ合ったりしながら、レガ

ッタやカヌー、サイクリング、トレッキングを

する。そして DMO が集客と送客を担うことを軸

にし、テーマをスポーツツーリズムとしました。 

DMO については、鹿行地区の 5 市、集客力の

ある地元企業、鹿島アトラーズを中心メンバー

とし、地元のホテルや民宿などの事業者にも入

っていただきました。事業を進めていくには、

サッカーコートなどの設備投資も必要となりま

すので、地元金融機関にもお声掛けしました。

結果として参加しておりませんが、地元金融機

関を絶対巻き込まないとだめだと思います。 

 

（４）周辺産業へ波及：ムスリム対応合宿 

本日は DMO の方も参加されていますが、実質

財源を確保することは大変で、きちんと儲ける

仕組みが必要なのです。調べてみますと、観光

庁は「明日の日本を支える観光ビジョン」の中

で、海外からの訪日教育旅行を活性化させるた

め、訪日修学旅行を地方へ誘致するプロモーシ

ョンを集中的に展開するとしていました。 

そこに可能性があると考えまして、ムスリム

の方たちに対応できる合宿施設を作ろうと戦略

を立てました。なぜムスリムなのか。調べてみ

ますと、ムスリム圏では毎年 5～7％の経済成長

率を記録しており、日本に修学旅行に行かせら

れる環境の家庭が増えています。また、東南ア

ジアでは非常にサッカーが盛んで、人気のスポ

ーツです。インドネシアではサッカー人口が日

本の倍近くあり、プロチーム一部二部合わせて

72 チームあります。その下にはユースがありま

すので、プロを目指すたくさんの子供たちがい

ることが分かりました。 

そうした時に、鹿島アントラーズがクラブワ

ールドカップで準優勝し、その翌日にはムスリ

ム圏のサッカーチームからアントラーズのホー

ムタウンでユースを合宿させたいとのオファー

が入りました。地域にムスリム対応のできる合

宿施設がなかったので、大手旅行会社に問い合

わせましたが、そうした施設は掴んでいないと

のこと。これはチャンスということで、日本初

のムスリム合宿施設を作りました。 

地方創生推進交付金を活用し、ハラル対応の

専門家を招いた勉強会や、民宿 3 施設限定であ

りますが、専門家を民宿に派遣し、ハラル対応

の調理道具はこうしましょう、醤油はこっちに

変えてなど指導も受けてもらいました。こうし

て、この地域では 500 人規模の民宿 3 施設がハ

ラル対応ができますが、まだ足りないです。ま

だまだニーズがあると思っています。 

 

（５）周辺産業へ波及：グランピング 

合宿に来る選手の観戦者たちが泊まれる場所

がなかったので、アントラーズスタジアムでグ

ランピングを行いました。サッカーコートに 60

のテントを張り、１テントに親子 4 人で 6 万円

としましたが一週間で売り切れました。ここは
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J リーグのマーケットの強さです。 

わが国のスポーツ市場において、スポーツツ

ーリズムなどにより周辺産業は 5 兆円規模に拡

大するとの試算があります。DMO の事業を進め

ていく中で、ムスリム対応やグランピングなど

の事業にも発展してきており、周辺産業が伸び

ていくことを実感しております。 

 

（６）財源確保：新電力販促 

財源を確保するために取り組んでいる新電力

販促についてご紹介します。この地域の事業者

の方などに新電力への契約切替えを提案し、契

約変更していただけると、利用者の使用量の

１％が DMO に財源として入る仕組みです。今年

は 500 万円ほどですが、来年は 1,000 万円を見

込んでいます。切換え後は継続的に財源として

入ってきますので、DMO の取組みにご賛同いた

だける方に切替えをいただいております。 

 

４.地域での「コト」興し 

（１）SUP でいわきの「海を復興」 

2 年ほど前から関わっておりますが、いわき

市において、SDGｓ×SUP×グランピングを掛け

合わせて地域再生をやろうと取り組んでおりま

す。いわきではヨットハーバーにあった何百艘

ものヨットが震災で全て流されてしまい、現在

はゼロだそうです。また、漁業は風評被害で水

揚げが停滞し、漁師たちは海の仕事が出来ず陸

に上がったままだそうで、やはりしんどいと思

います。「海の復興」なくしていわきの復興はあ

りませんので、そのことを軸に SDGｓ未来都市

としての申請準備を進めています。 

その手立てとして、いわきで SUP の基地を作

ろうとしています。なぜいわきで SUP なのか。

SUP はハワイが発祥でして、いわきにはハワイ

アンセンターがあります。訴求するストーリー

を徹底的に掘り下げることで、新たにいわきを

訪れてくれる層を獲得したい。具体策として、

SUP とグランピングを連携させ、高価格帯のロ

ングステイができるグランピングの施設を作ろ

うとしています。 

その発展形として、車椅子 SUP をやりたいと

考えています。日本では車椅子 SUP を実施して

いる団体は非常に少なく、沖縄と大阪で数例実

績があるだけですが、ハワイでは普通にプログ

ラムとして体験できます。私の妹が難病になり、

晩年は車椅子だったんですが、車椅子の方や障

がいのある方にとってマリンスポーツは一番縁

遠いんです。海岸まで行けないんです。海外の

ような車椅子 SUP が体験できるように、いわき

の事業の中でぜひ実現させたいと思っています。 

 

（２）多様な財源確保スキームを活用 

事業を進めるにあたって、財源確保や資金調

達の具体的な方法を調べることも重要です。 

MINTO 機構（(一財)民間都市開発推進機構）と

いう組織があり、「まちづくりファンド」を組成

して民間のまちづくり事業を支援する仕組みが

あります。冒頭にご紹介した(一社)全国古民家

再生協会もこの仕組みを使っていますが、街づ

くり事業者が 3 分の 1、地域金融機関と MINTO

機構がそれぞれ 3 分の 1 出資して、まちづくり

ファンドを組成します。 

いわきでもそのファンドを活用して、SUP と

グランピング施設を立ち上げる計画です。加え

て、地元自治体には用地提供や観光プロモーシ

ョンなどと連携いただき、地域おこし協力隊の

採用もお願いします。採用された地域おこし協

力隊の方を SUP インストラクターとして教育し、

グランピングのスタッフにも活用して、将来は

いわきに定住してもらおうという計画です。 

2020年 4月から企業型ふるさと納税の制度が

変わります。100 万円寄付すると法人関係税に

おいて最大 90万円が軽減されますが、いわきの

スキームの中でも検討しております。 

ご参考までに、PO ファイナンス®についてご
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紹介します。群馬県富岡市のアドバイザーもや

っておりますが、一年間の報酬は年度末が終わ

った 4 月に支払われます。年間を通して交通費

や諸々の経費が掛かりますが、自治体からの報

酬支払はどうしてもそうなってしまいます。そ

のことを解決する手段として、売掛債権の確定

前に電子記録債権化する PO ファイナンス®とい

うスキームがあります。富岡市のケースではこ

のスキームを使って、契約段階の 5 月末日に報

酬支払を受けることで、早期資金化が図れまし

た。建設業やシステム開発など請負型の業界の

早期資金化を何とかしようと生まれた仕組です。 

富岡市の例でもう一つ。ふるさと納税のオペ

レーションを今秋に立ち上がる DMO で行い、そ

の手数料を財源にするスキームです。ふるさと

納税の返礼を丸ごと外部委託している自治体が

ありますが、東京の会社などに手数料として最

大 15％取られています。マッチングのところさ

え間違えなければ、返礼品の調達や発送を地元

の観光協会や DMO がやることで 15％のうち 8％
ぐらいは地元に残ります。結構な財源になりま

すので、ふるさと納税を地域バリューで活用す

ることもぜひご検討してください。 
 

（３）ユニバーサルツーリズム 

最後に、横浜で進めております夜のバリアフ

リーについてお話しします。ナイトタイムエコ

ノミーとユニバーサルツーリズムを 2 軸とした

取組みです。ユニバーサルツーリズムは、市場

規模 3 兆 9 千億円、国内旅行市場の 4 割以上を

占めると言われています。国内の旅行市場は

2010 年をピークに緩やかに下降しています。一

方で、乳幼児を連れた方、障がいを持たれてい

る方、車椅子の方、ご高齢の方などの割合は人

口の 36％、3 人に 1 人がユニバーサルツーリズ

ムのターゲットということです。世界ではユニ

バーサルツーリズムをマーケットにした活動が

盛んで、先発のヨーロッパでは最大 19 兆円のマ

ーケットが動いています。 

ユニバーサルツーリズムの参加者の特徴。こ

こがポイントです。一つ目、自分たちのニーズ

にあった観光施設を見つけると常連客になりや

すい。二つ目、平均よりも長い休暇を取る。三

つ目、ヘルパーや家族・友人との旅行が多い。

四つ目、人混みを避けるため閑散期を選ぶ傾向

が高い。閑散期を選ぶ傾向が高いことは、観光

再生の側からすると大変ありがたいお客様です。 

もう一つ衝撃的なデータです。日本の旅行会

社 2,138 社（日本旅行業協会会員）のうち、バ

リアフリー旅行や障がいを持たれた方の旅行を

提供する専門窓口があるのは 20 社。全体の 1%

です。そして、DMO 法人ではゼロなんです。うち

の奥さんは足が悪いんだけど、そちらではどう

いった旅ができますかと問合せても、よくわか

りませんという答えが返ってくるのでは、観光

地域づくりを推進するわが国の観光行政におい

て、そもそもダメだと感じておりました。障害

者差別解消法や東京パラリンピックを追い風に、

ユニバーサルツーリズムは大きな成長が見込ま

れます。国内の旅行市場においては、最後の砦

だと思っています。 

横浜において、障がい者も健常者もなく、バ

リアなく楽しめる街のブランド化を進め、長期

滞在とリピートしやすいユニバーサルツーリズ

ムの参加者層を早めに取り組んでいこうという

のが事業方針です。そして、車椅子の方が車椅

子の旅行者を有償でガイドできる仕組を作ろう

と思っています。1 万円でも 2 万円でもしっか

りとお金を取って、ニーズに合ったものを提供

する仕組みを作り、障がいを持たれた方の雇用

機会の拡大に繋げていきたいと思っています。 

最終的には、この横浜モデルを他の地域にも

持っていき、観光と福祉の間の壁を融和させて

新しい市場を作っていきたいと思っています。 

ご清聴、ありがとうございました。 


